


1993年7月に岩手県初の野外彫刻美術
館として開館し、2020年9月にリニューア
ルオープン。ギャラリーの企画展、体験
教室に参加できるアトリエ棟、ピクニック
気分で楽しめる屋外の「花とアートの森」
など、優雅な時間を過ごせる美術館です。

石神山から続くゆるやかな斜面、通称
「石神の丘」。町を一望できる見晴ら
しのよいこの場所は、道の駅と美術館
が隣接しています。岩手町だから味わ
えるひとときを、ぜひお楽しみください。

ここでは、さまざまな企画展やコレクション展を
開催しています。アトリエ棟では、ワークショッ
プや、児童向けの体験教室、ドライフラワー
教室などが開催され、ものづくり体験に没頭
できます。思い出を形にしてみませんか。

日常から離れて

いわてまちでひと息つこう。

アートで感性との出逢いを楽しんだり、

歴史に思いをはせたり、緑に癒やされたり…

お腹が空いたら、地球に優しい自慢の農業が生んだ

おいしい食材に舌つづみを打つのもいい。

あなたも、好きな過ごし方でひと息ついてみませんか？

岩手町はいつでもあなたを待っています。

豊かな自然とアートの融合。
心穏やかに過ごすひと時。

企画ギャラリー・アトリエ棟

【営】9:00-17:00 （入場16:30まで）
【休】月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）・年末年始（12月29日〜1月3日）
【料】 観覧料金は展覧会ごとに異なります。【住】岩手町五日市第10地割121-21
【行】いわて沼宮内駅から徒歩約10分。
　　車でお越しの方は道の駅石神の丘駐車場をご利用ください。

【問】石神の丘美術館　TEL.0195-62-1453
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岩手町では高い文化の町づくりを目指して1973年から
「岩手町国際石彫シンポジウム」を開催してきました。国内
外の優れた作家が特産品の「黒御影石」を用いて制作し
た個性溢れる作品が公園に並びます。「石彫を通じて豊か
な心を育んでほしい」という願いが込められた場所です。
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この散策エリアでは、里山の自然を感じながら、彫刻作品やデ
ザイン遊具を楽しむことができます。季節によって変化する景
色や草花は、心と体に癒しを与えてくれます。森の中は撮影
OK。花とアートに囲まれて楽しむピクニックもおすすめです。

四季折々の自然とアートに
心も体もほどけていく。

空の広場 （ラベンダー園）
紫の世界が一面に広がる空の広場は、こ
の森で一番の人気スポット。「バイオレッ
トメモリー」という品種のラベンダーがお
よそ1万株植えられたラベンダー畑です。
梅雨時期の雨が滴るラベンダーの麗しさ
には心を奪われます。
【見頃：６月下旬〜７月上旬】

春から秋にかけて咲く
花々も魅力のひとつ。
花 と々の出逢いを楽しみ
ながら散策するのも楽し
いです。

表情豊かな表情豊かな花々花々

動物のモニュメントやおもしろ
い遊具まで…森の中にもアー
トがたくさん！季節によって雰
囲気の変わる森の中で、好き
な風景を探すのもおすすめ。

アート作品アート作品

彫刻公園
ちょっと足をのばして

【営】9:00-17:00 （入場16:30まで）　
【休】月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）・年末年始（12月29日〜1月3日）
【料】 [4月〜10月] 一般：500 円／ [11月〜3月] 一般：300 円
　　 高校生以下は無料です。中学生・高校生は学生証を受付に提示してください。
■散策ルート一周あたり約20〜60分

【住】岩手町五日市第10地割44 【行】石神の丘美術館から徒歩５分（駐車場あり）
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町内のお母さんが心を込
めて作ったそばや昔懐か
しい餅菓子を楽しめるお
店です。

地元食材を使ったメニューが楽しめるレストランや産直、24時間解放している
道路情報休憩施設があり、ドライバーが「ほっ」とひと息つける場所です。

子どもからお年寄りまでどなたでも休憩できるス
ポット。岩手町ゆかりの作詩家・髙橋掬太郎につ
いて詳しく知ることができる巨大パネルが見どこ
ろ。この場所は沼宮内伝説の主人公「寄寿姫（より
じゅひめ）」にちなんで名付けられ、ブロンズ像や
伝説が描かれた壁画もあります。

街の駅よりーじゅ
ちょっと足をのばして

新鮮な町産野菜や特産
品のブルーベリーなど、
岩手町自慢のおいしい
ものやお土産品を販売
しています。

見晴らしの良い景色を眺めな
がら、岩手町の自然の恵みを
堪能できるレストランです。
【営】10:30-18:00（L.O. 17:30）
【休】年末年始
【問】TEL.0195-61-1602
■全130席　■団体予約対応

【営】[4月〜10月] 9:30-16:30
　　 [11月〜3月] 9:30-16:00

【休】木曜定休
【問】TEL.0195-61-1600

【住】岩手町沼宮内第9地割34-7 【行】いわて沼宮内駅から徒歩約20分

【住】岩手町五日市第10地割121-20
【行】東北自動車道滝沢ICより国道4号を北へ約30分／いわて沼宮内駅から徒歩10分
【問】株式会社岩手町ふるさと振興公社　TEL.0195-61-1600

「おいしい」に囲まれて
「ほっ」とひと息。
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北上川の源泉「弓弭の泉」や「御堂観音」、周辺の「川の駅」、「御
堂新田の滝」など、澄み渡る水を感じられる場所が集まるこのエリ
アで、爽やかで心地よいひと時を過ごしてみませんか？

2002年12月に開業した東北新幹線「いわて沼宮内駅」。IGRいわ
て銀河鉄道線「いわて沼宮内駅」に連結しており、観光情報が集
まる広域交流センター「プラザあい」が併設。物産コーナーには周
辺地域の特産品が並びます。

澄み渡る水辺のある風景が
訪れる人の心を癒す。

ひと、もの、情報が集う
いわてまちの玄関口

盛岡広域圏北部の4市町[盛岡
市、八幡平市、岩手町、葛巻町]
の特産品が勢ぞろい。それぞれ
の地域の気候や風土を活かした
個性溢れる特産品はとても好評
です。盛岡広域圏北部4市町（盛
岡市、八幡平市、岩手町、葛巻町）
の見どころなど、観光情報が集
まっています。

物産・観光コーナー物産・観光コーナー
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正式には「天台宗北上山新通
法寺正覚院」の名を持つ御堂
観音。平安時代初期に坂上田
村麻呂が祈願所として開基し、
後期に源義家が堂を建立。義
家が髪の間におさめていた観
音を奉納したと言われていま
す。敷地内右奥には、北上川の
源泉の「弓弭の泉」があります。

御堂観音・弓弭の泉御堂観音・弓弭の泉

【住】岩手町御堂第３地割９
【行】いわて沼宮内駅から車で15分

■プラザあい２階

いわて沼宮内駅
【住】岩手町江刈内7-9　【行】東京駅〜いわて沼宮内駅間、東北新幹線で約2時間30分

岩手広域交流センター「プラザあい」　【問】TEL.0195-62-2121

癒しの風景が広がる憩いの場。悠久
の大河・北上川源泉の地に、長い水
の旅の出発点として誕生しました。

いわてまちいわてまち川の駅川の駅

【住】岩手町御堂第2地割14-4
【行】いわて沼宮内駅から車で15分

自然の力に癒される場所として人気のス
ポット。高さ8mの三筋の滝と四季折々の
美しい景観が迎えてくれます。

御堂新田の滝御堂新田の滝

【住】岩手町沼宮内第30地割129
【行】御堂観音から車で３分

川口で幼少期を過ごし、宝塚歌劇団で活躍した園井恵子。夢を
追い、大きな舞台に挑戦した彼女の姿は、今でも多くの人々の心
を魅了しています。IGR岩手川口駅の２階には、園井恵子の生涯
を記したパネルを設置した展示コーナーがあります。

園井恵子像
ちょっと足をのばして

【住】岩手郡岩手町川口12-10 【行】いわて沼宮内駅から車で９分
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ブルーベリーまんじゅう
町内産のブルーベリーと町内産のうるち米粉
で丁寧に仕上げたまんじゅうです。 農家のお母さん

が作る程よい甘
さのソースは大好
評です。ヨーグル
トやお菓子のトッ
ピングにどうぞ。

西田だんご店
TEL.0195-62-2224
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。

手作りブルーベリーソース
手作りりんごソース

金山会
TEL.0195-62-9733
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

ブルーベリーカレー
「道の駅石神の丘」レストランの高間木料理長
のオリジナルレ
シピのレトルト
カレー。ブルー
ベリーの酸味
がカレーにア
クセントをつけ
ています。

道の駅‌石神の丘 TEL.0195-61-1600
※「プラザあい」でも販売しております。

道の駅‌石神の丘 TEL.0195-61-1600
※「プラザあい」でも販売しております。

キャベタリアン宣言
キャベツを美味しく
食べるために開発さ
れたドレッシング。
町産にんにくを使っ
た塩ダレ味、ゆず醤
油のさっぱり味をお
楽しみいただけます。

キャベ酎
町特産のキャベ
ツを熟成させた
焼 酎。キャベツ
の独特の甘い香
りが人気です。

岩手町のかあちゃん
が手作りした「昆布
入りこうじなんば
ん」、「黒内のにんに
くみそ」など、５つの
味わいを小びんに詰
めました。

TEL.0195-61-1600道の駅‌石神の丘
※「プラザあい」でも販売しております。

道の駅‌石神の丘
※「プラザあい」でも販売しております。

ハッピーさんのアイス
ハッピーヒルファー
ムの生乳を100％使
用した贅沢なアイス
です。ミルク、イチ
ゴ、ブルーベリー、バ
ニラの４種類です。
ぜひ全種類ご賞味
ください！

㈲ハッピーヒルファーム TEL.0195-62-4764
※「道の駅 石神の丘」で販売しています。※「道の駅 石神の丘」で販売しています。

岩手町フルーツワイン
「ルルとリリ」

いわて春みどり やまと豚
みなみよ〜とん㈱

玄米育ち‌岩手めんこい黒牛
㈲キロサ肉畜生産センター

岩手町産果実100%で作られたフルーツワイン。
酸味とほのかに優しい甘みが調和したブルーベ
リーワインと、味わいが濃くジューシーな甘さに
仕上げたリンゴワイン。アルコール度数も低め
で、軽やかな味をお楽しみいただけます。

道の駅‌石神の丘
TEL.0195-61-1600
※「プラザあい」でも販売しております。

ブルーベリージュース
岩手町は日本有数のブルーベリー産地。アントシア
ニンやポリフェノールなどの成分を含む健康食品とし
て注目を集めているブルーベリーのジュースやシロッ
プ漬けなど品揃え豊富。お土産やご贈答にどうぞ。

和牛の中でも1％に満たない日本固有の希少種『岩手
短角和牛』で造った日本初の牛肉の熟成生ハムです。
岩手の沿岸部で造られる天然の海塩『のだ塩』で塩漬
けし、短角和牛の旬の味を封じ込めました。肉も塩も
すべて地元の素材で造られるセシーナは、熟成され
た肉の旨味とチーズのような芳潤な香りが特徴。噛
みしめるごとに岩手の風土を感じることができます。

岩手缶詰㈱岩手町工場
TEL.0195-65-2221
※「道の駅 石神の丘」・「プラザあい」・町内酒店で販売しております。

石神長いもそば
町産そば粉に長いもを「生のまま」丹念に練り込
みました。長いもの「つるつる」としたのどごしと

「しこしこ」とした歯ごたえの良さが特徴です。

ごはんの友

パワー工房
TEL.0195-61-1600

岩手短角和牛セシーナ

㈱肉のふがね
TEL.0195-62-2403
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土川そば
地元産の良質な
玄そばを主原料
に、吟味精製し
た味と香りに優
れた干しそば。

㈲土川そば
TEL.0195-62-4763
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。

黒内豆腐
農家のお母さんたちがこだわって作る黒内の
お豆腐。濃厚な味わいが人気の的です。他に
自家製こうじ
味噌、寄せ豆
腐、おからも。

黒内加工組合
TEL.0195-62-5263
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

寄寿姫のチーズクレープ
岩手町産ブルーベリーとイ
チゴのミックス味チーズ
ケーキをクレープ生地で包
みました。パッケージの
キャラクターは沼宮内伝
説の主人公「寄寿姫（より
じゅひめ）」を美少女キャ
ラクター化したものです。

松月堂ブリエ
TEL.0195-62-2421

岩手町産熟成いきいき
黒にんにく
生にんにくに約１ヵ月赤外
線をあてて熟成させまし
た。特有のにおいや後味
のきつさが消え、にんにく
の濃厚な甘みが引き出され
ています。栽培から加工ま
で一貫生産した商品です。

道の駅‌石神の丘 TEL.0195-61-1600

ホルモン炊き
古くから愛されてきた
ホルモン鍋を「ホルモ
ン炊き」としてリニュー
アル。最初にホルモン
のみを煮込むことが美
味しさの秘訣。家族で
鍋を囲めば自然と笑顔
が溢れる食卓に。

㈱肉のふがね TEL.0195-62-2403

岩手ホルモン鍋
毎日食べても飽きない家庭の味は人気急上
昇中。添加物を一切使用しない自慢のタレ
がホルモンの
美 味 し さ を
いっそう引き
立てます。

佐藤精肉店 TEL.0195-62-2416
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

やさい自慢
岩手町で育った
野菜がたっぷり
入ったクッキーで
す。サクサクした
食感とぎゅっと
つまった野菜の
香りをお楽しみ
ください。

㈲丸中
TEL.0195-62-2427

「こな屋さん」シリーズの小麦
南部地 粉・てん
ぷら粉・すいとん
粉は、岩手の風
土にこだわった
商品です。

府金製粉㈱
TEL.0195-65-2226
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。

無添加ソーセージ
本場ドイツで修行した主人が自家製の原料に
こだわった手作りソーセージはファンにはたま
らない味。

菊池牧場
TEL.0195-62-2224
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

いわてミート工房の
ソーセージ
今評判のEM菌を使っ
た飼料にこだわった
素材豚を使用。添加
物一切なしの安全で
美味しい逸品をぜひ
お試しあれ。

いわてミート工房
TEL.0195-62-9733
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

味噌 (極上)
特選味噌の二倍の米糀を配合し、奥深い味わ
いに仕上げました。

大森商店
TEL.0195-62-2275
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。

雑穀
栄養価が高く健
康食品として見
直されているあ
わ・きび・ひえな
どの雑穀。

㈲武田米穀店
TEL.0195-62-2670
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。

銘菓‌東
しの の め

雲
最高級のうるち米・上白糖・ごま・クルミを原料
にした手作り菓子。

㈲丸中
TEL.0195-62-2427
※「道の駅 石神の丘」「プラザあい」でも販売しております。※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

北緯40度のこだわり珈琲
香り高い自家焙煎の
オリジナルブレンド
コーヒーは、新しい北
緯40度のお土産。「石
神の丘」は苦味と甘味
の調和が特徴です。

‌まんが館‌ヴィラ
金井コーヒー
TEL.0195-62-2224
※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

はきはき美人
材料となるほうき草の栽
培から製品化まで全て自
家製の手作りほうきです。
生産者の愛情がこもった
逸品です。（限定生産品）

道の駅‌石神の丘
TEL.0195-61-1600

しんいちろう餃子
「いわて春みどり」キャベ
ツと「やまと豚」の岩手町
を代表するコラボレー
ション商品。ねばり芋が
入った「しんいちろう餃子
ねばり」もあります。

㈱粉
こな

夢
む

TEL.0195-62-2226

銘菓‌明
あ け

がらす
クルミとごまを
たっぷり贅沢に
使った練り菓子
です。お茶うけ
にどうぞ。

松月堂ブリエ
TEL.0195-62-2421

丸中の手前みそ
特製味噌と石川啄木の故郷・岩手
玉山の「雁喰豆」を生地に練り込
み、しっとりと焼き上げた和風マド
レーヌです。

㈲丸中
TEL.0195-62-2427

岩手短角牛弁当やわらか煮
県内産のひとめぼれ
の上に乗せた岩手
の短角牛は、秘伝の
タレ醤油で手でほぐ
れるほどやわらかく
煮込みました。

㈱肉のふがね
TEL.0195-62-2403

※「道の駅 石神の丘」でも販売しております。

こなむの夢パン
生で食べても耳までもっ
ちり美味しく食べられ、
トーストにすると表面が
パリパリ、中がしっとりの
食感を楽しめます。トラン
ス脂肪酸不使用のため、
お子様にも安心してお召
し上がりいただけます。

㈱粉夢 TEL.0195-62-2226
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岩
手
町
産
業
ま
つ
り

岩手町産業まつり委員会（岩手町企画商工課内）
　TEL.0195-62-2111

■10月中旬開催

岩
手
町
夏
ま
つ
り

ク
ラ
フ
ト
市

■道の駅・石神の丘　　　　　
岩手町夏まつり実行委員会（岩手町企画商工課内）
　TEL.0195-62-2111

8月中旬開催

岩
手
町
秋
ま
つ
り

川
口
秋
ま
つ
り

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
お
祭
り
か
ら

　笑顔
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
ま
で
種
類
も
さ
ま
ざ
ま

　
　華や
か
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
お
祭
り
が

　
　
　岩手
町
の
風
土
を
感
じ
さ
せ
ま
す

問岩手町秋まつり実行委員会
 （岩手町商工会内）
　TEL.0195-62-2760

10月第1金・土・日開催
■沼宮内地区

9月下旬開催■川口地区 9月下旬開催■大町商店街

県内秋まつりの最後を
飾る沼宮内稲荷神社例
大祭・通称「沼宮内ま
つり」は華麗な南部風
流山車や北上川清流
太鼓が町内を練り歩き、
郷土芸能の沼宮内駒
踊り、五日市獅子踊り、
七ッ踊りが舞い歩き、町
中祭り一色になります。

岩手町の農林畜産業、商工業、芸
術文化の振興を目的に毎年開催さ
れるまつり。マーチングバンドの行
進、もちまき、野菜釣り大会など、
楽しい催し物がいっぱいです。岩
手町を肌で感じるには一番です。

約1,600発の花火大会な
どが行われる夏の風物詩。
まつり広場にはさまざまな
屋台コーナー、ビアガーデ
ンコーナーなどがお目見え
し、交流とふれあいを通し
て故郷の夏が楽しめます。

川口豊城稲荷神社例大祭は秋浦の大名行列 （ドッコイ）が有名です。
また北日本では唯一川口に伝承されている郷土芸能川口きつね踊り
や川口神楽、野原さんさ踊り、山車も参加。通称「川口まつり」を華
やかに盛り上げます。

アクセサリーや雑貨、革製品や陶芸など、
町内外の魅力的なクラフト品が並びます。
町内の飲食店も多数出店し、商品券など
が当たるスタンプラリーや抽選会も。町
が賑わう人気イベントです。

岩
手
町
の
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南
な ん

部
ぶ

 信
の ぶ

直
な お

（1546-1599）

岩手郡一方井生まれの戦国～安土桃山
時代の武将。「南部氏中興の祖」と言われ
る26代当主。豊臣秀吉に臣従し、盛岡に
居城を定めて築城に着手しました。信直
公の手によって盛岡の町の基盤がつくら
れたのです。

長い年月の間に積み重ねられた奥深い歴史を知ることで、
いわてまちをさらに楽しむことができます。この土地に残
る遠いむかしの世界へ、タイムスリップしてみましょう。

園
そ の

井
い

 恵
け い

子
こ

（1913-1945）

女優。川口で幼少期を過ごし、幼い頃からの夢を叶え宝塚
歌劇団のスターになります。さらに、1943年に映画「無法松
の一生」でヒロインを演じ、全国的な名声を得るものの、広
島の原爆に遭遇し、志半ばで非業の死を遂げました。

1500

1600
1700

1800

1900

北上川の源泉
弓弭の泉伝説

遠いむかしに思いを馳せて

沼宮内伝説
　昔
む
か
し
、
欲
深
い
村
人
が
突

然
の
た
た
り
に
よ
っ
て
大
蛇
へ
と

姿
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
大
蛇
は
村
を
暴
れ
回
り
、
あ

た
り
一
面
を
沼
に
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
蛇
は
「
村
を
守
り
た
け

れ
ば
祭
日
に
若
い
娘
を
差
し
出

せ
」
と
村
人
た
ち
に
言
い
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
末
く
じ
で
差
し
出
す

娘
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
、
と
あ

る
長
者
が
一
番
を
引
き
ま
し
た
。

長
者
は
娘
の
身
代
わ
り
を
必
死
で

探
す
も
見
つ
か
ら
ず
、
諦
め
か
け

て
い
ま
し
た
。
そ
の
娘
、
寄
寿
姫

は
事
の
す
べ
て
を
知
り
、
自
ら
大

蛇
の
も
と
へ
出
向
き
ま
す
。

　大
人
も
逃
げ
帰
る
ほ
ど
の
恐
ろ

し
い
大
蛇
を
前
に
、
寄
寿
姫
は
少

し
も
う
ろ
た
え
ず
観
音
経
を
一
心

に
唱
え
続
け
ま
し
た
。
す
る
と
大

蛇
の
ツ
ノ
は
欠
け
、
体
は
五
つ
に

分
か
れ
て
空
へ
舞
い
上
が
り
ま
し

　「前
九
年
の
役
」
と
言
わ
れ
る

戦
乱
状
態
に
あ
っ
た
頃
の
お
話
。

そ
の
年
の
夏
は
飲
み
水
を
探
す

の
が
困
難
な
ほ
ど
の
猛
暑
が
続

き
、
兵
隊
や
馬
は
疲
弊
し
き
っ
て

い
ま
し
た
。
北
へ
と
進
撃
し
て
い

た
征
夷
大
将
軍
・
源
頼
義
と
子
の

義
家
が
「
天
よ
ど
う
か
我
ら
を
お

導
き
く
だ
さ
い
。
観
音
さ
ま
、
ど

う
か
我
ら
に
水
を
お
恵
み
く
だ
さ

い
」
と
お
祈
り
し
ま
し
た
。
そ
し

て
矢
を
放
つ
と
、
は
る
か
前
方
に

あ
る
大
杉
の
根
元
の
岩
に
刺
さ
り

ま
し
た
。
そ
こ
を
目
指
し
て
森
へ

と
入
っ
て
行
き
、
矢
が
刺
さ
っ
た

岩
を
弓
弭
（
弓
の
つ
る
を
か
け
る

先
端
部
分
）
で
突
く
と
、
に
わ
か

に
清
水
が
涌
き
出
で
て
き
た
の
で

す
。
兵
士
も
馬
も
ご
く
ご
く
と
清

水
を
飲
み
、
ま
る
で
生
き
返
っ
た

よ
う
に
元
気
に
な
り
、
戦
い
に
勝

利
し
た
の
で
す
。

　長
か
っ
た
戦
乱
が
終
焉
を
迎

え
、
義
家
は
救
い
と
な
っ
た
こ
の

泉
を
訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
戦
い
に

勝
っ
た
お
礼
を
す
る
た
め
に
堂
を

建
立
。
自
身
の
髪
に
お
さ
め
て
い

た
千
手
観
音
を
取
り
出
し
て
安
置

し
ま
し
た
。

　弓
弭
の
泉
は
今
な
お
枯
れ
る
こ

と
な
く
、
北
上
川
の
源
泉
と
し
て

御
堂
観
音
の
地
に
静
か
に
涌
き
出

て
い
ま
す
。

た
。
そ
こ
に
は
姿
を
変
え
ら
れ
て

い
た
村
人
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

寄
寿
姫
の
美
し
い
心
に
よ
り
前
の

姿
に
戻
り
、
天
に
昇
っ
た
の
で
す
。

　そ
の
後
、
寄
寿
姫
は
御
堂
観
音

に
入
り
、
観
音
に
仕
え
て
村
を
守

り
続
け
た
の
で
し
た
。
こ
の
地
は

「
沼
宮
内
」
と
改
め
ら
れ
、
平
和
な

村
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

岩 手 町の

伝説
ゆ かりの

先人

板
い た が き

垣 桑
そ う い ん

蔭
（1817-1897）

南部藩士、教育者。明治維新後、五日
市に漢学塾を開き、青年教育に心血を
注ぎました。教え子たちは政治家や実
業家、教育者などとなり、地域の発展
に尽くしました。

柴
し ば

田
た

 兵
ひょう

一
い ち

郎
ろ う

（1899-1971）

沼宮内町長、国会議員として活躍。た
ばこ栽培の振興や国道整備、東北銀
行の設立など、地域経済の発展に力
を尽くしました。1972年に岩手町名誉
町民第１号に。

髙
た か

橋
は し

 掬
き く

太
た

郎
ろ う

（1901-1970）
詩人。「酒は涙か溜息か」「ここに幸あ
り」などの作詩家として、昭和の歌謡史
に燦然と輝く業績を残しました。父の
出身地沼宮内を、「僕のもう一つの故
郷」として思いを寄せてくれました。

齋
さ い

藤
と う

 忠
ちゅう

誠
せ い

（1926-1985）

画家。美術集団「エコール・ド・エヌ」創
立の中心メンバー。岩手町国際石彫シ
ンポジウム(1973-2003)を企画実現す
るなど、岩手町の文化振興の牽引役と
して大きな足跡を残されました。

工
く

藤
ど う

 孝
こ う

一
い ち

（1901-1971）

サッカー指導者。戦前戦後、母校の早
稲田大学サッカー部の監督として活
躍。1936年のベルリンオリンピックでは
サッカー日本代表コーチも務めました。

16 17








